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(Hendersonによって UpperMiddle West Studyで行
なわれた方法）
第 r地域産業の総産出
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産出量を X，最終需要を Y，投入係数を A,(I-
A) IをD として，
〔XI,1 ＝「 il1,1, A川 （X1, 1十 （Y1,〕
XN ) l An  ,4NN ) l Xv ) l YN ) 
一 ( Du  DLN '] ( YL 1 
l D,'VL D九＇N) l YN) 
となる。ここで Dマトリ、ソクスは
( Du  lh.v 1 ( I-ALI, -,4Lv 1 







域寄与係数を i財に関して R';,;(=X':n/XN；） とす
れば，
X',, = R',,XN 
= k;., [nn h + DNN YN〕 （6〕




x~ = ALL x~ + ALN xr, + Y~ 
= u -ALL)-' (ALN x》+ YD  
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s 地域向付 z財総供給量 ／ 
ni 
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交易係数マトリックスを
tfγ tr' 0 0 
t；γ t/' 0 0 
T口｜
0 0 t;" t;' 
0 0 t:' t;・ 
として， Tマトリックスの財J}lj・地域別を地域別・
財別に変換するために，直交行列 Uを
(1 0 0 0') 
u-10 o 1 01 
-101001  
l O O O 1 J 
として Tの左右から Uとu-1を掛ける。
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tiγO tr' o I 
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これらからチェネリー・モーゼス型のバランス式
は次のように表わせる。
tr' 0 tr' 0 xr 
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すなわh
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() • 8本＇＊ ｜十。 • aιa12 Xf 
() 0 a;" a!t,1 x~ 
モーゼス型が s地域向 i財総供給量（＝ i財地域内 （輸出）
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として，パランス式を表わすと，
すなわち
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／ 
（最終需饗） （聖目撃）
X=  AdX十 TAdX十 Y
= (I十 T)AdX + Y 
= T*A'1X + y （ただし T*= I十T)
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[(' = 1, tアニ O(rキ s］とすれば，チェネリー・モ
ーゼス引は全国を 1本lこした通常の産業連関モデ
- t；見 α：f xr 
-tfγα？ -Waft 1 -aif 
一（art+t:r am (1-af;" -t:' a；：） ー（tI'aft十amー（tf'a;t + alt) 1 X[ 
－・ホ- u,2 x: 
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された形ではい J てし、るので電 両者i；士論理的に明
引されるべきであろう。 これに関して並行列を分
解表示 L ‘ －~z,i十の消費it宇宙jによる追加i並行列を連
泊する方法カイトなわれてし、るけ）5:C また， i也域防i
の「所得乗数il士、地域防］の所得がラ産業活動会
通じてど J〕ように間連しあし、相互に依存しあ J P ご


































































i 1955 I 7 1947 
(2) 
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Moses，“The Stability of T ntcrregional 
’frading Patterns & Input Output Anal 
y叫s,"AE.U., Vol. XIV (Dec. 1955）ー
Wonnacott, R. J., Canadian AmPrican 
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!9ti2 ]'Hi予i 三阪神その他 Ill) 17 
・"iノレぴ） ヰ要変数
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Y i 1951年日本友





































































































































































































































































































































可ii ¥lオ＜／），.地域主主「＇s ±也成，，のll~•JI 区 x;'
缶、 r 地主主cl）総jl'/;/Jj長tx；’＇， s地域総役人





Leontief & Strout，“Multiregional Input-
Output Analysis," in Structural Inter 
心j>endence & Hconomi，‘ l)eveloj>mcnt、
ed. by Harna (196'.l), 
崎地域経済構造川い自主im~i：也監iミι｜誌がいよ＂t, 主 ！も！附済連行会『近畿終和将来1(I %0 
だめ店長:rfuMcI-( l交の｛乍 定い地域＜！）投入額を今だし， iた地域面購 可~l, J ' 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































地域間産業連閑モデルが取引財の規定の仕方で a地域， b地域， c地域は， おのおの第 t財生
大きく，アイ庁一ド型とレ〆オン二tイ工フ型に分け 産物を｛共給7•一／レ／、 Sf, S~ , S；供給L，その総
られアイサ…ド型の理想、モデ、ルがオぺレ一シヨ f較h xiを需要プ一ルへ発送し，各地域の需要者は
ナ，1,でなU、，＇
されてきたニとはすでl斗述べられたとおりである 域はDf, c 地域はn；だけ長’け取る。
（現在までのところ，地域間違関モデルでもっとも信頼 Xも＝ S／十s)+s;= v：十 D~ + D1 (2-1) 
されているの；士， Fェネ l）ー・モーゼス型と忍われる）。 (2-1）式はこの間のバランスを定義する恒等式で
地域間交易係数の理論は，地域間財貨移動の理 ある。さてこのようにして財が恒常的に供給地か
論山延長線γ） Iニ；こ出て（ら。地Iリ日1:¥l財貨移flJに間 九供給ブールをへて需要プールへ流れ， そして各
する初めての論文はレオンティエフ・ストヲウ 需要地へ流れていく時，供給ブールにはいってい
ト川19〕によ叶て発表されたものであり，そこでは る財の中の特定の 1倒に識別符号をつけて、 その
財貨山地域r:1防効に関しーら「生産物［土， v', jこん 財の移動jを追跡して見るわけである。そうすると
供給ヅールへ集められ，需要フーノレへ発送される」 その識別符号のつけられた財がたまたま， a地域
ιぜ寸仮定（ UJ'をおくわである。 lよがりをも＇｝た のものである確率は， Sf/X；であることがわかる。
供給地，および，需要地を一点で代表させるたく
みふ簡略化Lハ結果とし亡修動メ力三ズムがIt¥亡く
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叫が｜ a i b C ｜総移出
a T!' I ,.,ie y13 I s~ 
b ' Tf' j T;" Ti' i S1 
c I r/1 I Tl' I T;3 s; 






































T? = Dis S；γ r; X; (d；何）内 (2-8) 
ここで，
































































ルを，また k：は i財の s地域での需要ポテンシ




γsγs 1 S;r 














































＇.＿.・、ほほこ r／）上うにでできて L、るしつであるり' . IJ-, 
小さいと考えられる。
二 J〕モ ~t 1J.,・にむし、亡， I;'；）（の・J号hJ:t,しなカL:, 
一般に財に対する感応度i主主iごとくであるから，
経済距離のm1度全どう定義するか各財に対すふ‘
際！詰］のほうが地域間の場合iこ比して小さいであろ経済1［：隊の浪IJ/主が各財に，) ＂、て :tt, i二方、かhり，
このことからの帰結として，J。
叶ことの真の経済距離を発見するまむであれば，
日tに対寸る移動鼠 Tアは， t王Lf({) ことは， 大変な労力を要するであろう c
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ニ = '.-Qア・o;ρ；＇入 i l l 








































I A 国 I B 国
A 国 I TfA I T;4R 
B 国 I TfA TfB 
C 国 lTfA I T~B 








































































r;' : i財の s国，国内調達分
T?: i財の r国より s国への移動分
D~ : i財の s国総需要
したがって i財が特定B国で需要される状況は
供給国の供給能力をほぼ反映するわけだから
tγs _ T;rs fr= A, B, C) 

























Jt.11 j (i, 1) D＇十九I'' /.4：自国 ＼ 
j→｜ ー 「→ I J ' 1｝ 朴LttputI r：輸入 I 








































/l /l 1/Jl 
(2ιニ（a」M，十bDi) I (1) 
ただし， Qi：産出量， Mi：輸入投入財， Di：国
産投入財
'i 1 
i - i＋。 (2) 
恥は代替弾力性であり各生産規模別で互いに等し
i'JQ _ j Qi ¥1／勺ム
βJ¥;f, ぺMiJ - ym  
,7(J 二 ；，（ Qi ¥1/r.i = ,. 






Mi 半日f町－－1~ D; 
,p r十／




















A 国 B ロヨ 総
農 工 1ーエ＇t 仁
産
農 x' x;¥ 押iA8 mt/ X;' [[ [[ 
A - 一一一ー
工 x}, x!, m,¥n m2¥" X21 
x~ : r同の f叶総産出
(5) 
「7〕






Mr= mf/1+ m// (9) 
一方 B国の国産品第 1財の需要をDfとすると
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（注 1) W. Isard，“Interregional & Regional 
Input聞OutputAnalysis: A Model of a Space-Eco-
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x, (d,')3ι 
γ ふ f 1',' 1 
k¥J 1)-'-' ・ . i，ι TI' :.r "QIりipれ心
X, (di＇九）～
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20, No. 3), 
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Planning Commission, Structure oグ
Indian Economy-Jnten・河dustrialFlo-
ws & Pattern of Final Demand, 1964-




Planning Commission, Pakistan lnte1～ 
industry Flow Table (Revised) 1963/64 
(The Government of Pakistan, 1965). 
54部門非競争輸入型単位： 100万ルピー
Harvard Economic Research Project, 
羽T.Leontief etc., The Input-output St-

















National Economic C口uncil,The 1961 
Interindustry Accounts o( the Phil沙
I pines 50部門団 山 生 産 者 側
単位： 1000ペソ
The Statistical Reporter, Vol. XII, 












National Economic Council，“The 1961 Interindustry Accounts 
of the Philippines，＇’ The Statistical Reporter, Vol. XII, No. :1 
( '.¥.fanila, Sept. 1968) 
Department of Statistics, National Accounts of the Statrs of 
Malaya 1955～1961. 
Planning Commission，“Interindustrial Flows & Pattern of 
Final Demand, 1964/65, 1970/71 & 1975/76，”（Government of 
India, Sept. 1966) 
Planning Commission，“ Pakistan Interindustry Flow Table 
（氏自vised)1963/64，” (July 1965) 
Perspective Planning Division，“Input巴OutputTable for Cey司
Ir川”（Ministryof Plannin日＆ Economic Affairs, 1969) 
' :¥1inistry of Economy，“ Preliminary Input-Output Table for 
Iranian Economy: 1965" 
丹羽春喜『1956年中国産業連防友推パの概要』〈アジア経済研究所，
lfH：口43年） Groupe d’i tuc-Ics prospecti、暗 sur!es正changesmter-
j natlonaux，“ Tab！叫X eco刷 r叩 eschinois p叩 Jesann叩
, 1957 et 1964”Notes et etudes documentaires, Problemes chi-
nois 3 (d己cembre1967) 
⑧ E E CIL’Office Statistique de, Communantes 
' europ.lennes, Tableau EntrJes Sorties 
pour la France. 
195.~年表 65部門競争輸入型（生産者緬
格）単位： 100万フラン
Tableau Fntr."es-So, tics pour l’＇Jtalie 
1959,;1表 65部門競争輸入型〈生産者
価格〕 ljij立： 100万リラ








T ahleau Entr，’es Sorties pour la Rep-
ublique Federate D’＇Allemagney comp-




































仁一 （P,"/1小） l' {oは分析統 ・{f ¥ 

























































































= (1-T本A)-1, (T*Y + Eο） 
となる。ただし今回のモデルは絶対額表示の表で
なく，構造そのものを問題にするため，国別投入























I "' 321,331,341 
3 食．飲料；；i｝：，鉱，；z：総：足；，獄，：詰： g~f:8i； ， l夕パコ｜肝3 印 5,09川記11











刊一次製品l~~~：~~~， 681,6位， 683,6倒， 6刷8“87,
12恒二平一千＼戸円2，九九坐？？♂！~




























！五l i¥ I説 B ！司 C l弓 給1-¥;(i
A I瓦 λf 1// Al," J,:,' 
B 同 ,¥f;' I 九I:1' J,~li 
C l司 λ（＇ A11、lJ F 
輸入~I .¥11 M; M; 
っき次のバランス式を満たしている。
W；＇十 I',+ E,' i:1十三s:.;1
わ：Lt 豆＇；＇ l!.;4 
ー最安に， 貿易マトリソクスC,I 5、から得られるJ¥





t:u 了 J),,u = Dc,H／λf,A 
i ]),,LI 1 l¥,J,A D,AA/,W;・I I 1 
tl!.I一 AJ,l<・I ,U;f1A/J'vl,・' 
!),AA十九1;'1 Dc'"'/,W;A十 i
/' tλf〆’A Af,CA/Af,A 
l),AA t ]¥;J,A Dι・＇＂／Afr i十 i
こうして IO表より J5;4γi:i；＇ の比を作り，貿











リリクスば対角要素のである。 しかるにそーゼス 128×128の逆行列の行和と列和は第9表－ 1,
型の交易係数l土、｜週内i調達分［）・I I, [)11 fl宅 IY'＇ が ~'i9 衣－ 21こ載せてある。 行和地6）は各国各部門
才）からなければ求める二とができなし、。入国で汚 の民終需要 I単f守：の変化に対し，各部門が直接，
えてみると， Al玉iの i部門交易係数i土 問践に産業連関を通して生産する最の総増分であ
t:I.' l!ドIA +'I I , ，~f，川 t’i り， y=1j干1(!17）はある特定部門の最終需要 I単位の











日本｜韓関｜台 イ ンド ノfキスタン アメリカ E E C 
1 3.5088 :; . ()(i()4 1.4705 2.4917 .1454 3.4680 4.5914 1 .4610 
2 1.5592 1.9290 l.7973 l.2091 r,r,1:i 1.1990 2.9(H9 1.7730 
3 1.4520 1.5込『リ 1.1975 l.204fi .:J074 1.1199 1.6674 1 .3186 
4 2.5673 2.:l5片付 2.12釧） l.3241 8727 1.4423 2.5440 l .7144 
5 1.6013 1. 4:lSO l .3969 1.2558 2091 1.05剖 1.6500 1 .1894 
n 3.2898 2.:,258 2.1032 1.4659 今 412ペ 1.3071 :1.06:l8 1 .:1434 
7 1.3527 l.O'NK 1.0543 I .0700 ‘000 I 1.似泊。 I .4715 I 1441 
8 1.2735 1. 1ふぺl 1.3575 1.32:l9 .0912 1.0101 l .46:l;I 1.1044 
9 4.4671 2.4276 2.5489 2.0406 .6643 1.4034 4.3076 1.9652 
10 1.5231 1.3216 1.3132 1.1615 .1659 1.1335 1.5195 1.3630 
11 8.1567 2.6650 2.3852 l. 7442 2 .2003 1.5231 4.8704 2.4272 
12 1.5578 1.3031 1.19:13 1. 0356 .2080 1.1734 2.3934 1.5816 
2.5340 1白3811 1.2446 1.1772 .1762 1.0611 2.7163 1.5994 
1.4248 1.1733 1.066:1 1.1091 .212:3 1.1757 2.0400 1.2841 
1.3302 1 1857 1.0254 1.1200 ー（）（）（）（i 1.1805 1 . 4450 1.2653 
6.7062 !i.10作1 日.4209 4.33:¥fi :mi民 6.1423 8.9:l40 ,l.3645 
第9表－2 当該国什l＂支（[Il勺のi：＇.：半年需要 1単佼烈によイi1J118 }] [ 1、！のその部門に対する｝＇J:入／，＇（ t＇汚／JI（亨1Jfn)
国名｜
｜日本｜怖 IH 日間フドlIε シ
門 I -
1 I 1.ss12 
2 I 1. 6915 
:1 I 2.2980 
4 I 2.719n 
5 I 2.3423 
6 l 2目8334
7 I 2.3832 
8 I 2.2657 
9 I 2.1490 
10 I 2.0389 
11 I 3.1482 
12 I 2.3874 
13 I 2.6576 
14 I 2目6599
15 I 2.3358 























































































































主i主ib;'j/(m -1）× n 
fiMl~翠：＇7）指数＝（r竺s)







主l芦b;1J(m-1) X n 
一（sキけ
貿易感応指数 m n ・-;;・ n 




第10；主－ 1 貿易 応 m 数


































































































































































o. 1 n:i 
o. oorn 






































11.8748 I 0.0012 
4. 8350 i 0.3441 
1.5430 I 0.1196 













































































































































































H ! 品山崎制時四一一一一・14090!) 
3間品層帯m民 4
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, "' ,.31、宇均一－ •, I 85> 
1.5 
Ii時日，！＇｛ l';>i,
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この反射比ネi士、 およひアメEE Cは，域内取引，し、fこ／〉ういilO¥ 総波及山 IJW'l取引をも：~んl fニ．
リカ経済に結びついていることが ＊）かる（川口、貿易J トリャソクス cl）分効果からで亡きたもので，
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